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九
州
睡
方

.の
：炭
鉱
：紫
働
市
場
：

資
開

へ

題
;

:

;

.
: ;
;

パ

.
大
正
末
年
が
％

昭
和
戦
前
期
に
.
か
け
て
、
申
央
お
ょ
び
各
地
方
の
職
業
紹̂ 

事
^G

T
."

な
ら
び
に.
各
府
県
の
社
会
課
な
ど:©
:手
で
、
各
種.
0 .
"労_

事
情
調
..：

 

.
查
"
が
活
発
に.
お
こ
な
わ
：れ
、''.
そ
：
.
の_

查
結
果
は
：い
ず
れ
も
百
頁
内
外
の
ポ
冊
：
：

 

子

と

し

て

発

表
,:
$
れ
て.
い
る
。
調
査0
的
は
調
_̂

施
機
関
の
：関
係
業
務
：の# 

.
考
に
資
す
る.
ど

ろ

に

あ.
つ
た
わ
け
で
、
対
象
と
さ
れ
：て
い
る
の
は
^ -
業
別
、
 

地
域
別
、
職

種

別:0
労
働
琪
情-
^
労
«
€>.
需
給
取
德
、',
労

働

の

移(

異)

,:
■
動 

な
ど.
労.
働
市
場
既
係
の
も
の
が
多
い
.
が.
、..
他.
に
备
努
働.
階
層
の
生
活
状
態
.等
も
 

調
逾
対
象
と
な
つ
て
い
る
：。

：こ
ぅ
し
た
：調
查
研
究

.
が
流
行
し
た
背
後
に
は
、

.

.「

実
務
上
の.
進

展」
「

業

務

上

の

参

考

」

，
.
.
と

い

ぅ

理

由

の

ほ

か

に

.
、

，
そ

れ

な

り

の

 

必
然
的
理
由
が
あ
づ
た
と
と
は
、
想

像

難

く

な

い
。::

■
第
一
次
大
軟
を
境
と
す
る
重
化
学
エ̂
の
急
速
な
成
長
が
熟
練
職
エ
ホ
»

の

 

逼
迫
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
，
ょ
く
知
ら
れ
た

.
歴
史
；

g

事
実
で
あ.
つ
て
、
労
働 

市
場
に
関
す
る
情
報
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由
の
ひ
ど
つ
；を
こ
こ
に
求
め
る
こ
ど

 

が
で
き
る
。'
さ
ら
に
そ
の
後..の
激
し
い
不
祝
の
到
來
は
多
数
.の
失
業
者
群
を
発

.

西
..：
.
.

■

川

俊

.

作

.

生

ざ

：
せ-,'
>

都
市
下
層
社
#

0

生
活
状
態
.

に
関
す
.

る
関
心
を
呼
び
さ
ま
し
て
い
る
。

.
各
地
方
に
あ
つ
て
は
、農
業
恐
慌
と

.
か
ら
み
あ
つ
：

.
て
製
糸
業
の
衰
退
が
大
き
く
、

 

失
職
女
エ
群
の
存
在
は
、：
.

紡
績
業
の
扉
甩
拡
大
、が
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，

.:

な
お
！$

造
的
な
失
業
問
題
と
し
で
把
£

:

ら
れ
.

ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
め
で
あ
る
。

......
わ
'^
.

ゎ
'

れ
ヵ
，こ
こ
.
.に
，
.
..ノ

労

働

事

情

銷

靈

と

呼

.ぶ

 

一V 
.群
.

の
.

調̂

は

、

そラ
.い
.

ラ

く

意

味

で,^
.潘

期

の

)

：：

『

職

工

：尊

情
』
；：

の

系

譜

を

継

い

：
だ

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

.
調
查
方
法
は
概1

て

実

地

踏

查

が

ほ

：
と
：ん

^

で
、
'

は

じ

め

か

ら人包

括

的

な

)

 

.m

計
調
杳
と

し

て設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
数..で
あ
る
。
し
か

し
各
報
告
書 

に
添
え
ら

れ

た既
存
統
計
の
な

か

にも
、
現
在
他
で
見
る
.こと

の

で

き

な

い

貴

 

重
.
な
資
料
が
含
ま.れ
て
..
い
.

る
：。
，
.ま
ず
わ
れ
わ
れ
はこ

め

ょ

う

な統
計
資
料
の
収
.

.

集

^
試
み
な
く
て
は
な
る
ま
.い
0 

,そ
れ
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
定
量
^

な
資
^

-
 

と 
な
ら
ん
で
、.
報
告
書
に
盛
ら
れ
て
い
る
定
性
的
な
情
報
の
統
：一
的
な
整
理
を

'
お
^
な
う
必
要
が
：あ

る
:0
一
般
に
'

調
査
範
囲
は
比
較
的
限
定
さ
れ
て
い
て
、
.

.

矿
例
研
究
と
，
つ
.̂
.

色
彩
が
強
い
.

し
、.
報
告
内
容
も
精
粗
.さ
ま
ざ
ま
で
区
々
た 

§.

断
片
的
情
報
が
少
く
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
な
り
に
か
ぇ
マ
て
具
体
的
で
当 

:

時
の
労
働
事
情
を
迫
真
的
に
描
き
出
し
て
ぃ
：る
め
で
ぁ
る
。
：
,

こ
^

ら
の
知
識
は
，
わ
.が
国
に《

近
代
的
.な》

賃
労
働
市
場
が
.ほ̂

確
立
し 

た
と
思
わ
れ
る
大
正
末
期
•

昭
和
初
期
に
関
す
る
も
の
で

.あ
る
。

し
た
が
：つ
：
 

て
，
労
働
市
場
の
生
成•

発
展
を
知
る
う
え
に
不
可
欠
で
あ
る
ばA

り
で
な
く
、
 

同
時
に
そ
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
昨
今
の
労
働
市
場
を
分 

折
す
る
た
め
に
も
き
わ
.め
て
有
用
で
あ
ろ
う
。：
周
知
の
と
お
り
，
わ
が
国
の
就
.. 

業
構
造
は
產
業
別
、
地
.域

別

，

職

種

別

、

&-
•
年

齢

別

に

複

雑

な

構

成

を

も

つ

 

て
：お
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
賃
金
の
決
定
機
構
も
，傾
斜
的
と
呼
べ
る
特
性
を
示
し 

て
い
る
。
し
か
し
：分
析
に
必
要
な
情
報
は
著
し
く
不
足
し
て
お
り
、
戦
前
に
お 

い
て
は
わ
ず
か
に「

_

勢
調
®

」
r

工
場
統
計
表」

T

出
稼
者
調
査」

募
集
年
報」

，な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
い
ず
れ
も
包
括
的
だ 

.

が
、
反
面
綿
密
な
分
析
を
許
す
ほ
ど
詳
細
で
は
な
い
。
た

.
と
え
ば
>
.
労
働
の
產 

槊

別.

地
域
別
移
動
の
解
明
に
際
し
て
も
、
，
以
上
の
，；

《

巨
視
的y

資
料
に
加
え• 

て
、
本
調
査
の.
よ
う
な
A

微
視
的
Y

資
料
を
利
用
し
な
く
.て
は
な
ら
な
い
と
®

.
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.
.
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.
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.

.

.
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•

.

現
在
わ
れ
わ
れ
の
知
る
か
ぎ
り
、で
は
.、

亩

点

を

越

え

る

報

告

書

群

が

あ

}
^
。

そ

：
の

な

か

、
：
で

と

れ

ま

で

あ
ま
り
利
用
さ
れ
ぬ
.
ま
ま
放
置
さ
れ
て
V.
'

た
な
‘

^

ら
、
比
較
的
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
.を
選
ん
で
苒
構
成
し
て
ゆ
：：く
の
.が
•'

こ
：の 

覚
書
の
罔
的
で
あ
る
。
と

.
の
よ
う
な
覚
書
が
，
戦
紙
.の
労
働
市
場
機
構
、
賃
金
：；
 

就
業
^

造
.
へ
の
理
解
を
深
め
る
も
の
と
な
る
こ
と
は
ノ
ニ
石
う
ま
で
も
^ -

い
へ
こ.」

，
.
.

で
'あ
み
う
。

-:
.
.
'
.
. 

:

.

.

.

.

.

*

"

労
働
取
情
調
崙
"

の
コ
レ
ク
シ
ョ
；ン
；は
、'
慶
大
産
業
研
究
所
藤
林
文
庫
、

•
 

■
.

労
.働
省
因
書
館
鈴
木
文
庫
所
蔵
本
に
.よ
.
つ
- X

い
る
',
®..
そ

の

目

録

ば

.今

後

補

足

を

 

.:
 
'続

け

て

，
が

ち

発

表

す

る

が

:>
..な
：お
未
見
め
も
の
も
少
く
な
ハ
い
友
思
：お
.れ
る
；の
：.
 

九

州

地

方

の

.炭

鉱

労

働

市

場

で
、.
読
者
の
撖
教
示
を
戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
鈴
木
文
庫
の
閲
覧
に
つ
い
て

 

は
、
同
図
書
館
副
館
長
三0 .
'
豊
太
郎
氏
か
ら
多
大
の
便
宜
.
を
受
け
た
。
記
し
て

■

深
く
感
謝
ず
る。
': 

■

■
:

. 

- 

.
.
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.

ン

一
.

ー
、
，
は
：

し
';
.が

.き

.

•

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

. 

.

.

.

. 

•
.
.
.

ま
ず
最
初
.
に
本
稿
，で
ほ.
' 

,九

_
地
方
の
炭
鉱
労
働
事
情
に
関
す
る
次
の
四
調 

:

查
を
取
り
上
げ.
る
。
-
：
:

'

.

'
■

.

.〔

1
J
大
阪
地
方
職
業
紹
介
事
務
局'

(

大

正h

五
牟
六
月)

:

:

,

『

筑

豊

炭

山

旁

働

事

倩

』

上

.
ー

〇

三

頁

广

7.

^
福
岡
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
：

(

昭
和111

年.
一
一
一
月

)

.

.

『

筑
豊
炭
鉱
労
働
者
出
身
地
調
査

』
(

七
頁
：
付
表)

...

; .〔

3〕

'
、福
岡
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
，

(

昭
和
四
年
三3

■
■一
坑
夫一

羅
傭
状
態
に
関
ず
る
調
查/(

六
四
頁)  

ぐ 

;

〔

4

〕

福
岡
地
方
職
業
紹
介
事
務
局(

昭
和
九
年
三
月)

■

『

炭
坑
夫
め
出
身
地
調
査』

'(

，
三

七

頁

、

付

図

ニ

)

調

查〔

1〕

，
は‘:.

筑
豊
炭
田
の
沿
苹
ょ
；

O

筆
を
起
し
、
.

労
働
者
数
、
労
働
者 

統
轄
方
法
：：
坑
夫
職
種
と
：賃
金
算
定
法
、，
労
働
時
間
、
賃
金

」

賞
与
:
業
務
上 

め
傷
害
丨
坑
夫
住
宅
と
生
活
状
況
、

.

労
働
組
合
と
労
働
争
議
、
福
利
施
設
、
坑 

，
夫
出
身
地
と
前
職

V

坑

夫

の

属

性(

教
育
、
；
年
齡
な
ど

)

、
坑
夫
の
勤
続
年
数
と 

異
動
; '
坑
夫
の
雇
傭
：；
^

態
等.
に
及
ぶ
綜
合
的
な
調
査
，で
.
あ

,
^
。

.
こ

れ

が

大

阪

地

 

方
嫌
業
紹
介
事
務
局
：か
ら
刊
行
さ
れ
.
て
い
る
の
は
、
当
時
福
岡
地
方
職
業
紹
介

. 

^

$

眉
が
設
置
嚷
れ
ず
、
"
九
州
が
大
阪
她
方
事
務
局
め
管
内
で
.あ
っ
た
た
め
で 

あ
る
。.

.

六

五

(

四
九
七)

.



表 1 九州三限の屉入鉱夫出身地一大nuo年1),，昭和8年——

....■
\ 就業地:

福 : / 岡き） 佐 贺 長 崎

出 身 地 ヽ ' 大正 1 0年 
下期 昭和8 年

.大正..10年 
下如,

昭和8年 大正10年 
下期 昭和8 年

福
....

岡• 39,741 22,910 734 379 2,238 744-
佐 ■M 858 3,056 4,071 2,945. 1,420 1,636
長 崎 525 2,027 822 562 3,109 4,279

熊 本 719 7,705 27 316 100 764

大 分 1,246 3,856 ; 3 60 69 : 2 2 6
宮 崎 158 1,896 1 100 20 212

鹿 島 . 285 2,603 35 232 101 581
沖 緦 22 208 ；13 .へ: 2 59

九 州 小 計
43,554

(95.1%)
44,261

(79.5%)
5,693 

.(94.2 %)
4,617

(92.7%)
7,059

(92,1%)
8,501

(79.1%)

山
v  ； •

0 324 676 へ::....' 7 38 120 245

広 島 638 2,609 . ；•■' 1 83 5 .307
岡 V 山 71： . 364 2 35* 207 112

鳥 取 *38 84 4 59

.島. 根 156 845 25 17J.

中 国 小 計
1,227

(2,7%)
4,578

(8.2%) (0 .2%) (3.7%)
339

(4.4%)

愛 媛 445 2,373 肩 :: 39 272

徳 島 76 331 .17 24 48

香 JII 42 354 ' 22 ' ノ 81

高 知 60 668 17 : 7 86

四 •国小 計
623

(1.4%)
3,726

(6.7%)
134

(2,7%)
■ ' 70 
;(0.9%)

481
(4.5%)

そ の 他 385
(0 .8%)

3,089
(5.6%)

340
(5.6 %)

42
(0 .9%)

、‘ 196 
(2.6%)

\ 863 
(8.0%)

総 ft 45,789 55,654. 6,043 4,968 .7,665 10,745

方
的
に
減
少
し
：て
昭
和
七
丨
八 

年

会

〇

〜

-!
ハ
0 ;
.
%

」)

に

至

っ
 

1,
0

て
い
る
。：

省
籍
数
に
大
き
な
差 

■

.
鱗

が

.
な
く
、
か
か
つ
解
雇
分
は
雇
入 

0..

れ
に
ょ
つ
て
補
：充
さ
れ
る
も
の 

‘

1,
ふ

と

す

れ

ば

.
、

こ

の

両

年

度

間

の

 

.

.

.
^
 

.

.

移
動
率
の
差
..と
‘、；

表
...1
.に
記
さ 

,

94
れ

た

雇

用

数

の

差

と

は

：

-'
.
比

較
 

:

3
,
.—

的
夂
く
対
応
し
ズ
い
る
と
思
わ 

'■
:

:

ol
a

化
：
れ
る
。'.V

'
:.

M

'

.

赛
一
に
、
大
正
十
年
の
調
夜 

,

は
、鉱
夫
め
-'
,「

前
稼
働
地」

：

別
に
. 

4D

不

和

'
：
：
ょ

る

も

の

で

.

あ
つ
；
て
：
、

.

出

身

地

バ

身

，

そ
の
も
の
で
は
な
：い
。
だ
が
西

.
查
.
冶
ず
.：

，
調

；
の
：
：
ま

' 

日
本
で
は
九
州
版
方
以
外
に
は
 

34
ゆ始

.：
C

宇
部
を
除
け
ば)

使
田
は
見
当 

33
他/
或
ら
な
い
か
ら
、

.

中
国
'四
国
を
前

 

p p
.

M
 

:

.稼
働
地
：と
す̂

も
：

Q

の
：；'多
く 

S

4

時

は
、

そ
の
ま
ま
そ
れ
が
出
身
地
 

...

查

正

正
..

で
.
.あ
る
。.：..ま
.た
、.
、■の
■.ち
；に
見
る
、

 

七
お
' ^

各
鉱
山
の
総
労
働
者
中. 

.
|

1)
2)
に
地
元
県
出
身
者
が
占
め
る
割
 

:

''
,
:
合
が
高
ぃ
；の
で
、

：

前
稼
働
地
を

六

七

(

四
九
九)

九
州
地
方
'

の
：炭
鉱
労
働
市
場

ハ
調
査
、
安

：一

」

は
、
；
銥
夫
め
出
せ
地
調
查
セ
筑
豊
塊
方
の
2:
:
九

炭

繁

ぢ

の

報

.

.

； 

告
の
集
：；
^

^

果
ズ
表)

で
あ
る
。.
調

査〔

1〕

で
得
ら
れ
た
倩
報
を
も
と
に
、

 

設

計
•

実

施

さ

れ

た「

統
激
的
調
杏」

で
あ
る
。
次
の
，調

査

〔

3〕

.と
と
も
に
、
 

福
岡
地
方
舉
務
局
の‘

労
働
調
渣」

：'.
六
.：
七
を
^

成

し
て

い

る
。

•

'

ソ.
調
査.
.〔

3〕

：
は
、：；1-
前

調

：整(

調

查

へ

〔

？〕

一

西

：川

)

に
拽
れ
た
る
代
表
的
重' 

要
鉱
山•
に.
就
い
て
，
'■

■専
ら
其
の
雇
傭
状
態
：を'明.
か
：に
す.
る
為.
計
画
さ
れ.
た」

.も 

の
で
あ
る0

「

労
働
者
統
轄
方
法•.
坑
夫
募
集
方
法
及
状
況
、
坑
夫
異
動
状
況
、

 

坑
夫
の
出
身
地
、
：
女
子
及
年
少
者
の
坑
内
労
廣
禁
止
に
伴
ふ
坑
夫
雇
傭
上
の
準
ニ

 

備
し
に
わ
か
れ
て
：い
る
が
：

V
,

佐
賀
、
福
岡
ソ
長
崎
等
の
代
表
的
鉱
；

3

を
联
り
上
' 

げ
、
^

お
諸
侧
面
と
そ
の
関
連
を̂
事
に
把
ぇ̂
:
:

'
い
ざ
离
ブ
出
色
の
調
查
で
あ
ノ
;' 

る
。
以
下
の
紹
介
で
も
、
.
こ
の
調
査
結
果
が
中
軸
を
な
す
こ
と
に
な
ろ
ぅ
。
他

 

-

に
福
岡
鉱
山
監
督
局
の
福
岡
、佐

質

、
長
崎
県
下
&
於
げ
厶
募
集
状
況
調
查;.(

大
ハ 

.

正
八
、
.：

九
、
.
：、1
0 '
年
>.
が
再
録
さ
れ
、
：
上
掲0
事
例
調.
查
；の
欠
を
補
つ
て
い
る
。

 

(

こ
：
の

調

查

を

、

.
調

查

：
ー
？

〕

；
と

略

称

す

る
。> 

. 

>
:

,

';
r..̂

^̂
^̂
^

調

査〔

4

〕

は
、

$

 

c
b
〕
，

と
接
続
可
能
な
坑
夫
出
;#

地
調
査
で
、...
-
.

集
計
.
、
 

表
、'

分
析
表
の
ほ
：か
に
個
別
表
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。，
.

付
録
と
し
て
，「
㈱

寒 

紹

介

事

業

ょ

り

見

：た

る

炭

山

：労

働

琪

倩

,-
:
■

が
添
:x
.

ら
れ
て
い
る
。
：：
..
'
,

以
上
の
説
明
で
も
わ..か
る
と
，お
り
、
：，
調
查
の
共
通
課
題
：は
ま
ず
鉱
夫
の
出

#- 

地
分
布
調
査
で
あ
る
か
ら
、̂
れ
わ
れ
も
こ
の
地
域
間
移
動
資
料
の
整
理
，か

ら

. 

は
じ
め
よ
う
。ぐ

月)

：『

福
岡
ン
佐
貧
/

熊
本
人
長
崎
各
県
下
に
‘

於
け
る
労
働
事
情』

^

.

頁)

。：
岡
山
'(

昭
和
T

o

年

r
u

月)
『

宇
部
炭
鉱
労
働
事
情』

.(

六
八
頁
：

)

.

。''
福
.

六
六
べ
み
四
九
八)

:.
:
,
.

V :

岡
-(

昭
和 
一
_u

年
七
丹)

4

九
州
地
方̂
_

畠_

^

要』

，±
'

四
九
頁)

。

*

*

ち
な
み
.
に
各
.(

地
方)

職
業
紹
介
事
務
局
の
開
設
年
度
ば
次
の
と
お
り
で

 

.

あ
る
。
 

.

;.
:

<

中

央
':
;
:

大
芷
1:
-
ー.年
？
名
古
屋
:'

大
正
：1
四
年
、
、
長
野'
昭

.

一

：東
京V

大
疋
ー
：1::1
年
、：
福
';

岡
.

昭
和
ニ
年
ぺ̂̂̂
 

'

昭
和
戈
年',

_

:

.■'
•(

渡
边
信
^

『

日
本
農
村
人
0

論』

,.

ー
九
と
八
年
ハ
三
：五
五
頁
に
ょ
る
。)

 

1

*

調
杏〔

1

〕

の
鉱̂

家
：計
状
態
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
、:
本
稿
で
は
割 

J

.'

.

愛
さ
れ
る
。:
ハV

 

.

:

. 

■.

■
:
-,
'.
i 

V

:
;■
:

 ̂

一

'
:.-

:

.

、

:

’

':

v

:

1:-
へ

'.
'
'

''>̂
•

へ..

は
じ
め
；に
鉱
夫
め
：出
身
地
を
県
別

)

に
見
て
み
ょ
ぅ
。
.
：

::

表
1
.
は
、.
福
岡
、：佐

賛

、
高
崎
の
一

一 :1

県
.
の
各
炭
鉱
で
大
正
十
年
下
半
期
中

(

調 

查
，c
o

w)

な
ら
び
に
昭
和
八
年
中

(

調

査〔

4〕

>
.
に
雇
用
し
た
.鉱
夫
の
出
身
地
 

分
布
が
示
し
て
：あ
る
；。
両
年
.
の
比
較
.
に
あ
た
つ
て.豸
一
；に

注

意

す

ベ

き

こ

と
 

は
、-'
'：
大
疋
十
年
■で
ば
下
半
期
の
雇
入
故
夫
、
昭
和
八
年
で
は
年
間
の
雇
入
鉱
夫

 

に
閨
す
る
も.
の
：で
あ
る
と
い
ぅ
点
で
：あ
る
。

：

福
岡>

 

長
崎
で
は
大
正
十
年
下

f

 

期
の
雇
入
総
数
は
や
や
昭
和
八
年
中
の
雇
入
緩
数
を
：下
廻
づ
：て
い
る
け
れ
ど

 

も

、:.
対
象
期
間
は
ま
さ
に
半
分
で
あ
る
か
ら
、

(

上
半
期
も
お
な
じと
み
れ
ば)

大 

正
十
：年
に
ほ
昭
和
八
年
の
ぼ
ぼ
倍
数
の
雇
用
が
あ
つ
'た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

 

V '

。
藤
林
敬
三
教
授.
の
研
究
.に
ょ
れ
ば
、:'
'

鉱

業

労

饊

者

の

移

動

率

(

解
雇
数
/
 

在
籍
数)

-'
.
:
-は
大
正
4-
丨
十
.
ニ

年
.

(

九
0〜

1
〇
〇
％)

を
頂
点
と
し
て
、
以
後
一

*

関
連
の
あ
る
調
査
報
告
と
し
て
次
の
-

一
点
が
あ
る
。
中
央
'.
,

<

大

正

，
ー

四

年

.
三



表 3 代表鉱山の在籍銥夫出身地
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の

結

果

を

参

照

し

，て

、

':

主

要

供

給

県

出

身

者

に

対

象

.を

..限
^

て

い

る

の.
 

で

，
注

意

.が
' ^

要

沈

あ

る

。

九

洲

七

#

、

中

国

三

県

，

(

山

ロ

、
，
広

島

、

.

.島

根)

.、 

四
国
一.
県(

愛

緩 >;

お
ょ
び
朝
鮮
以
外
の
出
身
者
は
調
査
さ
れ
て
い
な
.い
。.，

^

2

に

ょ

っ

て

み
: ?
>

と
、：

自

県

四

五̂

。
九
州
八
四
％

で
あ
：る
。

::
'
,
.三
：池
が
含

ま
れ
て
い
な
い
の 

で
'

こ
の
数
値
を
 

，
そ

，
の

ま

ま

福

岡

全

 

体

：
に

関

す

る

も

の

 

と
”
は

み

な

せ

な

い
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.
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き
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岡
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ベ
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て

さ
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1
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」

:

:

ベ

記

し

I3
-
略
自
県
の
比
重
に
つ 
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l

「

5
'
1

'

g

% )
s

¥

、

.

2.
4
: 
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6

4 ,
0

^

s

f

s

'

:

正
十
年<

七
％
、
 

1

-
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.
へ

'…
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■-

pp.

^

 
こ 

f

 
和

三

年

四

五 

媛
島
ー
川|
知
，

•.
'

:

計

：
'.-,-
他
' 

ミ
計
:

.

窗

4

命

びI

，

昭
和
八
年
四

，■

小 

' 

ノ
奔
2
に
：方

で

い
.
'一.
％
'

と
な
る
。
九 

.

.

1>
 

r

o
 

.
調
.

g

 

表
地
^

て

-
>
>
>
力

:

:
v;
:

国
：
'

:

^

:

:'
:

昭
原
各
原
：れ
：
州
の
.比
重
に
つ
い

'

へ

.

ノ資

0)
'
1)
.

2)
3):

ても同様であ

愛

徳

香

高

：
_

.

'

そ
:

総

穿
0

1

?

:

ィ

福

マ

右

;
っ
で
：..
：

'

,

■:
'

.—

.
.
.
V

 

.

パ
：.
.

-

る
。.

-
 

:

中
国.

ブ
四
国
ぉ
ょ
び
そ
の
他
名
滕
に
つ
い
.

て
は
、；：：上
述
の
力
パ
.

レ.

ッ
デ
の
相 

違.
力.
ら

ぶ

較

で

き

なV
 

.
こ.
'.の.
事
例.
か%

、、..
；
フ
；
ロ
，
ゥ

量

と

..
ス
.
•
ト

ッ

.
ク
'
量

の
.

、
r 

ず
れ
に
ょ
っ
て
ネ
、
鉱
夫
の
出
身
地
分
布
は
大
体
一
致
す
る
と
み
な
し
て
も
い 

い
と
思
う
。
補
圮
資
料
と
し
て
、
三
池
に
つ
い
て
そ
の
九
州
出
身
者
の
比
重
を

九

州

地

方

の
I

働

市

場

：

：：  

：'

 

:: 

，

ん

ヾ

出
身
地
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
事
態
を
損
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
 

て
へ
観
察
_

廣
3

九

州

胤

灰

の

：炭

满

龙

出

身

：地

ぼ

、
：
^

ず
第
ニ

--
;

麥

,

フ
_

ハ
中
国
；

'
 

四
国
、
そ
€>
-

'

他
各
県
；と
な
0;
.

て
：
い

て

、
{
ど

ヵ

わ

げ

九

州

が

压

倒

晰

と

ぎ

 

え
よ
う
。
⑵
し
か
し
、
こ
の
汍
州
地
方
の
比
重
も
昭
和
八
年
に
は
一
〇
％
發
度 

減
少
じ
て
■ 

'

そ
の
.

減
少
分
は
'

ホ
国
‘」

四
闺
凇
上
び
ぞ
0'

娘
#:
:

県
說
か
ネ
て
補
«

 

さ
れ
^

い
，る
:°
(3
)

福
岡
、
；佐
賀
，
長
!|
-

:

ー
：
ー
敷
間
：
の
：
也

較

^

は̂

つ
た
動
き
を
示
し
て
い
る
。
.

す
な
わ
ち
、

九
州
の
比
重
低
下
が
僅
少
.(

一
•
五 

%〕

’

で
ほ
と
ん
.

ど
変
ら
ず
、し
.

か
.

も
中
国

•

-

四
国
と
そ
の
.

他
各
県
の
it
®

■と
が
、
' 

大
正
十
年
と
昭
和
八
年
で
入
れ
か
わ
プ
て
い
^,
。

観
察
亊
実
⑴
は
、：:
:
'
:
:出
身
地〗

か
ら
就
業
地
ま
で
；の.距
離
が
各
地
：か
ら
り
务
働# - 

.

応
募
数
に
对
し
制
約
的
が
要
因

)

と
1>

て
作
用
す
を
こ.
と(

を
示
す
:0
観
裂
襄
実
(2
)

> 

は
，
し
た
が
0
て
、

こ
の
地
方
の
鉱
夫
市
場
が
昭
和
八
年
に
は
や
や
拡
大
.さ
れ

 

.
た
：ス
す
な"
わ
ち
、.
.鉱
夫
の
平
均
就
業
距
離
が
延
長
し
; ^
;

)

.
_ー：こ
：.と
^

意
味
し
.て
：い.
る
-
;0:: 

こ
れ
に
対
し
佐
賀
で
は.就
業
距
離
が
ほ
ぼ
不
変
び
ま
ま
に
止
ま
ら
て
い
る
と

'
い
.一
 

タ
こ
と
に
な
る
。
 

.

• 

... 

• . 
. 

• 

....
二-.

報
告
« ,

中
に
明
記
さ
- ^

て
_
>
な
.
_
>
.が
_
.
:他
の
資
料
か'
ら
判
断
す
る
と
、
.
'
.こ
こ
'

:

で
把
え
ら
れ
て
ぃ
る
の
社
在
籍
労
働
者

(

ス
ト
ッ
ダ
量)

で
は
：な
ぐ
雇
入
労
働 

•
者

(

フ
ロ
ゥ1 :)

で
な
く
て」

は
な
一
ら
な
い
。
：:
.
.

*
*

..

藤
林
敬
三
'「

吾

国

に

於

け

る

労

働

移

動

の

研

究

」
「吾

！！

エ

、
鉱

業

労

働

者

 

の
労
働
移
動
の
研
究
/

三
田
学
会
雑
誌』

、三
五
丨
三
お
よ
.

び
八
、
一
九
三
一
年
.。

*

*

*

こ
の
よ
う.な
比
童
の
入
れ
か
わ
り
は
、
大
正
一
〇
年

に

は

「

府
県
不
明 

.

な
る
も
、
鉱
山
よ
り
転
移
し
来
れ
る
者

」

三
ニ
四
名
が
、
そ
の
他
各
県
に
こ
み

 

に
さ
れ
て
い
る
た
め.で
あ
ろ
う
。
良
質
鉱
夫
供
給
地
と
し
て
数
ぇ
ら
れ
る
山
ロ

.

.(

1)

、
愛
緩.

〔

0)

か
ら
の
流
入
が
過
小
と
思
.
わ.
れ
る
。
し
た
が0
て
/
佐
賀 

.
'に
つ-
て̂
は
昭
和
八
年
の
状
態
が
ふ
づ
ぅ
で
ぁ̂た
と
考
ぇ
-̂

れ
る
。.

労
働
の
移
動
に
対
し
て
、
距
離
耍
因
が
制
約
的
に
作
用
す
る
こ
と
は
、

:

';'
-
-
'般
に
：広
:-
<

補
察
さ
れ
：ズ
.

い

る

事

実

：で

ぁ

る

ゾ

た

：
と
，克

ば

、
.
'
中

央

職

業

紹

介

事

 

ひ
務
局『

讲
績
免
肩
婦
人
調
査』
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あ
京
大
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E

へ
.

の
出
稼
求
職
者
調—

秋
季』 
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■

■

昭
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：四

年

ぉ

ょ

び

这

年

を

参

照
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へ

(

％
の
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約
.

は
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'

>

:西
川
：

『

三
田
商
学
研
究』 

'
:四—

ニ
>

_.
"

九
六
；ー_'
年
把
ぁ̂

)
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:
'ぁ
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，：

野
尻
重
雄『

農
民
離
村
の
実
証
的
汧 

,

究

，

に

も

豊

富

な

観

察

事

実

が

含

ま

れ

^

^

る
。

'
':
.

〈

■

.

.:.
三
、
|?
'
夫
の
：出

身

地_

^
昭
和
三
ー
年
_

ン

：

：へ

.

次
_

*

籍
脅
；働
者
の
：

3
3

身
地
分
布
を
考
察
す
る
。
.

資

料
は
昭

和

三

年」

月 

末
筑
豊
五：

九
炭
鉱
に
関
す.
る

も
®

で
あ
る
.

(

調
査)

c
c
<
l
y
。

こ
.

の
調
査
は
、
調
查

筑 豊 5 9 鉱の在籍鉱夫出身地 

:― 昭和3年——
表

鉱 夫 数 構成比 :累 ..横 . 
百分比

福 … .岡 .. 

佐 賀  

長 崎  

m 本 

大 分  

宮 崎  

鹿 児 島 ’
山 ロ

広 .島. 
. 愛 嫒  

島 根  

朝 鮮

人
28,280 

2,853 

1,494 

5,973 

5,933 
1,305 

2,202 

1,048 

4,278 

:3 ,3 3 7  

1,317 

5,626

%
45

. 5 

2 

9 

9 

2 

3 

2 

7 

5

. 2 
9

' %  
45

50

52

/ 61

70
72

75

77

84

89

91

100

計 63,646 100 ― .

p. 60資料:調査



表 4 筑遑代表鉱山の在籍鉱 
夫坩身地0)

. ~ マ大IL14イf•末-ペー

鉱山 

出身地ヽ、

三 趣1)’ 
新 入

. 三典幻 
m 川

福 岡 1,549 ’ 4,449

佐 贺 101 210

畏 崎 64 106

靡 本 243 922

大 分 244 1,414

宮 崎 34 225

鹿 児 ：島 55 203

沖 繩 3) 168

九州：小計 2,290
(46.1%)

7,697：
(84.1%)

山 ロ 71 142

広 島 444; 483

岡 山 48 93

鳥 取 29 10

島 根 124 149
....: 、.い.:

中 _ 小計 716
(14.4%)

877
(9.6%)

愛 . 媛 187 304

徳 ， 島 64 55
香 川 59 54
高 如 27 49

四国 小 計 337 
. (6 .8 % ),

462
(5.0% ),

そ の 他 1,624
(32.7%)

. … 4)

118
(1.3%)

総 ，_ . .計_ 4,967 ' 9,154
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縁
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岡
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熊
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事
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反
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て
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て
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ぐ
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池
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炭
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苹

そ

：
無

.
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：
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.
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?

'
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寸
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.
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'
.
:
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|

也
'

'

-

.十

.

」

に

ハ

-

1

.
第

1

.で

.
わ

'す

原

に

.

一，
賴

；
.

島
i

失

,
ti
v.

、
'.
他

べ

討

.

查_

一
。
'正

入

运

表

こ

算

に

他

、

.
.

,

.
小

，
0!:

調
原
り
大
新
大
原
は
計
他
の

.

へ
：

国

：

；
■'
:

■-
.

;

あ：

：

び

.で一を：

そ

：

'.
«

德ー香

'
高

.

::
®;
V

W
 そ

.

'
f '
...
:.跳
 

o
 

i

 
ぐ
：
2
 

3
.

: 

4
'
:

見
る
^

,

^

疋

十

年

汍^

^

ノ
へ
昭
和
三
年
办
六^

-

昭
和
八
年
九
七
^

と
众
^

フ 

て
ぃ
る
¥

』

の
比
重
は
孢
に
通
壻
傾
向
に
.

お
る
か
%

観
察
事
実
(2
)

の
逾
減
傾
：
' 

向
に
は
大
き
な
留
保
を
加
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。
 

.

.

:

へI

.

S

 

.に
は
、.
_
各
炭
田
の
代
表
鉱
山
在
籍
労
働
者
の
出
身
分
.布
が
.
調

査
：
'
:

ぐ
"
：
'

.

，つ.
'
';
-;
'..

-
.
:,

*
*-.

■
:
•

さ
れ
て
い
る
。
表
'
3

は
、
こ
れ
を
再
録
し
.

た
も
の
で
あ
る
。

,

自
県
お
ょ
が
九
州
出
身
者
の
比
重
が
庄
倒
的
に
大
令
く
ノ
遠
齓
地
'

か
ら
の
就
つ
, 

:

茱

者

比

重

が

少

：
ぃ

点

は

、
，
観

察

事

実

(1
)

と

変

わ

ち

^

い

ダ

へ

以

下

で

は

調

查

担

当

 

者
の
筆
を
借
り
て
‘

鉱
山
別
の
比
較
を
す
る
め
が
適
当
だ
ろ
^

V
。

.

1

 

0

3

W
 

ーー：〇〜
U

 

一
 

K

)

 

. 

• 

..
 

\ 

:
:
:.

:

W

「

洗
ず
相
知
炭
坑
の
も
の
を
県
別
に
M

れ

ば

地
75
だ

る
&

|

3:
は
金
体
.の

：：

.

^ :
数
ゼ
占
め
弋
唐
り
、
：：次
は
長
崎
喷
べ
熊
本
、
ン
鹿
児
島
：

’
：福
岡
等
が
多
数_
と
:'
':,, 

な
0::て
：居
る
。
# '
殊
0 ..
状
態
^
し
^
は
地
宛
坑
夫
の_

合
が
稍.
々

薦

率

脅

，
：

.

へ
あ
る
位
な
4
^

で
ギ
°-

て
：ー

筑

豊

地

_

贬

山

の

ー

状

況

と

尤

島

中

：な
；
い

.'
,

:〔

表
2

5 

参
照
丨
西
川〕

：。
福
岡
敷
出
身
渚
が
比
較
的
少
数
で
あ
る
が
>

 

.

ー
般
に
唐
津
.
.{

V

 

:さ
ら
：：に
こ
-

の
炭
鉱
別
の
.

資
：
 

料

で

は

：
次

の

：
ょ

ぅ

な

観

察

 

.

事
実
が
重
要
で
あ
る
。
観
察 

事
実
⑷
各
.

炭
.
.田
の
傲
働
市
場
；： 

■

に
は
か
な
'

り

明

確

な

相

異

が

，： 

.

.

認
.

め

ち

れ.、

と

ぐ

に

長

崎

：の

'
. 

'

諸
解
が
大
阪
以
東
の
出
身
者
_ 

パ
を
相
当
数
.

か
.

か
'

え
：.て
.

い
.

、る
. 

点
：，.
'

注
：目
に
値
す
る
::
-
°

最
後
：
 

，
に
へ
年
度
.

は

：や

や

遡

る

が

，

(

大 

.
'正

：
：
一

四

年

末

)

：
、::
調

査
c

l〕

:
 

い
か
，ら

筑

豊

鉱

山

の

事

例

を

追

。

 

へ
加
ち
て
お̂

^

こ
れ
も
在
籍
：
 

〈

鉱
夫
：に
関
す
る
も
：の
で
あ
：
' 

る
';
®

新

入

鉱

で

九

州

出

身

者

 

j 

，
の

比

重

が

著

し

.
く

低

率

だ

ゾ

 

が

，

.

同

紙

の.
昭

和

八

年

：の

雇

入

鉱

夫

で

み

る

と

l
;i

査

：.

〔

4

3)

.
、''
九

州

出

身

者

 

が
六
九
•

八
％
を
占
め
そ
い
.

る
か
ら
:;
'

大
体
め
と
こ
、ろ
.

高

島

程

度(

六 
一':'
,「

一： 

>

丫

が

常

態

で

あ

る

：と

推

定

さ

れ

る

。
：
田

川

も

<

四
：

，

4
 

%

な

の

で

、
表
么
の
ハ

 

結
果
と
あ
.

わ
せ
て
判
断
す
る
と
、
筑
豊
'

の
.

諸
鉱
で
.

は
:'
>

九
州
3

5

%

者
は
唐
津
、
，
 

三
池
ほ
ぞ
に
は
多
く
穿
、
.

長
崎
の
諸
鉱
H

り
は
參
v'

上
思
ゎ
れ
^•
:̂
:
0

:

:

氺 

'炭

田

別

ま

た

ル

鉱

山

，別

に

細

分

す

れ

ば

，
，
当

然

分

散

は

大

き

く

な

る

.

の
で
，こ 

の
取
実
が
三
池
の
特
性
を
表
ゎ
す
も
の̂

ぁ
を
か
ど
ゲ
か
は
断
言
で
き
な
ぃ
。

.,

.

九
州
地
方
の
炭
鉱
労
働
市
埸
：

■

戸
.

島
. 

崎
松

*

*
代
表
鉱
山
の
位
置
を
示
す
略
図
を
添
え
て
：お
く
。

(

上
掲)

-

...
 

-
:

-
V
-

 

.

.

.

*

*

*

,

.

.県
別
の
観
察
で
は
、,'
;
'長
崎
.

の
：
諸

鉱

全

体

に

：
つ

ぃ
て
.

こ
.の
よ
ぅ
な
現
象
は 

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
姑
別
の
集
計
が
鉱
山
の
特
性
を
お
お
.い
か
く
し
て
し
ま 

ぅ
可
能
性
は
す
く
な
く
な
い
の
：■で
あ
る
。

'

四

，募

方

法.

,

一
般
に
炭
鉱
夫
の
募
鄭
方
法
を
整
理
す
る
と
左
の
よ
う
に
：な
る
。、.
.

(

調
査〔

C
0〕 

ニ
.

頁
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: 

. 

. 

,

:

'

.

:

三
赛
唐
津
へ(

相
知
ほ
&

で
は
、
_(

調
查
当
時—

昭
^

募

集

は

.主
と
し 

て
縁
故
募
集
に
よ
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
世
話
方
の
紹
介

■に

よ

る

も

の

：
が

：
三

分

. 

の

：
ー-

在

籍

渚

，
の
；
紹

介

.に
よ
る
も
'
の
.
が
三
分
の
_ K

で
.
あ
る
。
、
在
籍
鉱
夫
は
就
職

.
紹
^
:
者
一
名
.に
.
つ
き
ま
円
，の
紹
介
料
を
#
社
か
 

ら

受

取

る

。(

た
だ
し
、
.そ
の
就
業
者
が
三
力
月

 

::

の
：

「

試
傭J

期
間
を
過
ぎ.
て
ー
1
1〇
方
以
上
：の
稼
働
成
 

满
を
取
め
るこ
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と
が
：条
件
と
な
っ
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い
：る
。

)

世
話 

方
は
こ
う
し
た
紹
介
料.を
会
社
か
ら
受
取
ら
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い
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む
，.し
ろ
'「

肩
入
金
；
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前
貸
金
.

〉
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夫
婦
一 

先
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：鉱
夫
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三
0
円
内
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貸
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坑
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-1繰
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s

#

@
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ど
も
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己
の
使
用
 

久
を
通
じ
：て.
お
こ
な
っ
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ヤ
る
。
.
か
れ
は
所
属
 

坑
夫
：の
人
数
と
方
数
に
：応
じ
て
、

：そ
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の
総
賃
金
，
 

め
：五
：

〜

.
七
％
を
会
社
か
ら
受
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。

こ
の
^
、

^
旧
納
屋
激
度
に
類
似
し
て
居
る
卜
が
、；
：

■«

金..

-
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七
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m
o
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社員出張慕集 

門前募集 

新間広声

慕集従事者 

営利臧業紹介所

雜 ー直:

委託募集

縁 故 纖 - 匚 S S 介

坑夫慕集方法
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頭
刎」

は
お
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え
な
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。
な
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、
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籍
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の
紹
介
に
ょ
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職
者
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が
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す
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9
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濟
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,
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郷
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岡
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、
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る

募

集

分

は

^
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〇
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四
五̂
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及
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い
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者
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れ
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話
方
制
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。
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ん

へ

の

：報

酬

は

固

定

給

：
の

.

.ほ

.

か
'̂

，
f

料
を
与
. 

え
て
い
る
。
お
が
料
は
、
就
^

^

が一

一.方
以
上
従
®

し
た
時
五
円
、

' 

一|
ー：〇
方
以
■ 

上

に

及

ベ

ば

さ

ら

に

七

円

、

..
';
.都

免

一

，一
一
円

を

支

給U

て

い

る::
0

在

籍

者

：
へ
.の

紹

 

''
^

料
も
こ
れ
に
準
ず
る
。
：
調
査
時
に
肩
入
金
ば
廃
止
さ
れ
、
旅
費
.

の
.
支

給

於

お

 

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

:

三
菱
系
：の
埼
戸
、
高
島
、.
三
井
系
の
松
島
で
は
-:
-

'

'全
部
が
：募
集
人
委
託
で
あ 

る
.0

崎
戸
炭
鉱
の
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
，.'そ

の

募

集

人

、

計
ー
，
ー

ー

名

の

配

0

^
況 

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ノ

崎

戸

(

.

一)

、
佐

世

保

(

一r

佐

賀

(

.

一)

、
-i

栖

(

.

一)

、
久

留

米

(

一：)

、
 

折

尾

(

ニ)

、
直

方

(

一)

、
：
小

倉

(

三)

、

司

(ニ
： )
、
：；

福

岡

(
1

一)

：、
.下 

‘

関

(

ニ)

、
熊
本
.(

一.)

、.
岡

山

(
u
、

広

島

：

(

一)

、.
鹿

児

島

(

一)

/
 

募
集
紹
介
料
は
、一

.

名
に
；つ
き
近
此

(

員̂

、
佐
質
市
以
西
の
佐
戴
®

四
円r

遠
地

，

(

そ
の
；他
、
た
だ
し
朝
鮮
を
除

V
)

五
円
、
朝
鮮
四•

五
円
で
、
他
に
奨f ; 

金
が
加
算
さ
：れ
る
。
肩
入
金
：は
調
査
棹
に
は
作
業
用
品
ひ
現
物
支

.
給
、
来
鉱
旅 

:^

は
立
替
払̂

あ
る
。'
松
鳥
、_
葭
島
等
は
崎
ー
ル̂
>
^
ら
：べ)

る
も
募
集
人
は
少
数 

(

松
島
三
名
、二
咼
島-

名)

: :

だ
が
、::
し
か
：も
崎
ー
尸
程
度
ね
募
锻
を

.

お

乙

な̂

る
0

「

乏

は

各

地0
周

旋

業

者

，
，
營

利

職

業

絍

介

業

者

等

.と
：：速
絡
を
執
づ̂ 

わ
れ
て
居
る
向
も
も
りV

又

下

裹

集

人

：を

使

用

し

：
て

居

る

春

も

.あ

る

状

態

に

て 

事

実

は

：
相

当

広

い

範

囲

.に

行
.は
：れ

て

居

る

事

を

知

る

事

が

；出

来

：る

«.
°

:

,

、
以
上
を
観
察
事
実(5
)

に

ま

べ

纟

め

て

み

る

：
と

.
、
一
—*1.1

池

で

は

參

託

募

集■ (

i

集 

_人
>

、--
:;

門
前
募
集
、';
縁

故

募

集
.'
,

'
唐
津
で：

は

縁

故

募

集(

世
話
方
の.
紹
介
、：

鉱
夫 

.

の
紹
介)

、
崎

同
■

高
島
，■
松

島
で

は

委

託

寡

集

(

慕
集
人
、.
下

募

集

人

お

ょ

び

.
周
 

■

業
者
、
：，
営
利
職
業
紹
介
所

)

：
の

方

法

：
が

、

そ

：
れ

.ぞ
れ
選
ば
れ
て
い
る
。

*

 

.他
に
門
前
募
集
.

も
あ
.

つ
，
た
が
、

r

現
在
は
積
極
的
に
は
行
は
れ
て
：ゐ
な
い」

:
*
:
*

 

:

:

当
時
ー
1
:
1池
で
.

は
、
来
る
べ
：き
保
護
鉱
夫
の
坑
内
労
_

禁
止
：に
そ
な
ぇ
て
、

*

.*
*

,

こ
.

れ
も
通
地
と
遠
地
と
で
べ
丨
ス
が
異
な
る
。
近
地
で
は
、

一
力
月
間 

の

募

集

人

員

，
が

'-

ー0

名
以
上
の
と
き
1

人
に
_

っ

き

ー

円

、

ニ
.
〇

名

以

上

 

一
•
五

円
、
三
0

名
以
上
ニ
円
で
、
遠
地
で
は
、

1

〇
◦

名
以
上
—*
:

円
、

一
一1
0

名
以 

上
一
.

五
円
、

一
四
0

名
以
上
ニ
円
と
な
つ
て
い
る
«.

予
期
に
：反

し

遠

地

の

場

 

合
®

方
が
.

低
率
で
あ
る
め
は
、
そ
も
そ
も
遠
地
募
集
が
割
高
で
あ
り
、
そ
の
ぅ 

え
経
験
鉱
夫
が
.

す
く
な
い
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

：

.

五
、
| 1
然

的

諸

要

因

の

制

約：

.

V

 

'

■*

子
.

の.
.新

規

雇

用

を

中

止

し

：
て

.

い.
た
か
：
ら
：

(

次

節

参

照

)

、.

夫

婦

者

へ

，.の
肩
入

 

.

:

金
は
自
然
廃
止
さ
れ
て
い
た
。

•

.

,.
.

長
崎
県
下
の
崎
戸
、
高
島
、
松
島
の
三
炭
鉱
は
、
他
地
方
.の
炭
鉱
よ
り
も
広 

い
労
働
市
場
を
持
ち
、
か
つ
募
集
方
法
は
も
っ
ば
'

ら
委
託
募
集
に
よ
っ
.

て

い

る

'
。

こ
の
よ
-う
な
構
造
的
特
性
は
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の 

か
，
こ
こ
か
ら
考
察
を
は
じ
め
よ
う
。

'

:

調

丧〔

3

〕

に
よ
れ
ば
、

.
'

.「

右

(

上
述
の
崎
戸
鉱
慕
集
人
配
置
一
寬—

西
川)

，
に
依
っ
て
見
：て
募
集
地
と 

;

せ
ら
れ
：て
居
る
所
は
熟
練
坑
夫
の
出
入
多
き
地
が
第
一
位
と
さ
れ
て
居
る
事 

，
が
知
れ
る
。
之
等
は
筑
豊
地
方
^

ど
少
々
趣
を
異
に
し
て
©,

る
所
で
あ
っ
て
. 

.

炭
坑
に
.

経
験
め
な
い
農
村3

5

身
者
の
如
き
は
炭
坑
所
在
地
於
旣
に
鳥
に
あ
る
'

亊

、
，
一
使
用
坑
夬
が

：

独

身

者

多;̂
事
、
其
他
.

殺
風
景
な
採
炭
方
式
の
影
響
なV

 

:'■
'

に
侬
V

A

籍
後
直
ち
に
退
山
す
る
者
が
多

i

為
募
集
費
を
膨
脹
：せ
し
む
る
結3

 

果
と
な
る
の
で
余
り
歓
迎
さ
れ
て
居
ら
な
•

い
と
0,

事
で
あ
る
。
.

筑
豊
地
方
等
.
.

の
他
山
で
炭
坑
の
.

如
何
な
.

る
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
を
既
に
.

知
っ
て
.居
る 

:

即
ち
経
験
者
が
：歓
迎
さ
れ
て
居
る
状
態
ヤ
あ
る
*-
0

:
.

つ
ま
り
、
^

れ

ら

の

：諸

鉱

は

第

ー

に

:'
.
-
-

「

岛

從

坑」

：
で

あ

り

、
.

第
一.
}

に

「

海

底

炭

：

 

田」

；
で

あ

る

：
と

い

う

劣

惡

.
な

自

然

条

件

：
に
：

p

約
.

さ

れ

；
て

い
る
た
办
に
、
応
募
者 

が
少
い
。
.し
衣
が
っ
.
て

、

周
旋
業
者
を
も
動
員
じ

て

委
託
.

募
集
に
.
よ

っ

て

全
®

的
，に
鉱
夫
募
集
を
お
：こ
な
わ
ね
ば
な
ら
^

1'
。
.
ま

た
: '

か
り
.

^

応
幕
者
が
あ
：っ:

-'
•
. 

:
て
も
ノ
そ
れ
が
未
経
験
考
で
：あ
れ
ば
、
,「

殺
風
景
な
採
炭
方
式- '
に
従
ぇ
な
い;'
: 

「

か
ら
、「

容

」

''(

定
箫)

;.
;-
:が
わ
る
く
"

. :

募
集
費
が
膨
脹
ず
る
。
そ
こ
で
、
.企
篆

 

上
し
て
は
熟
練̂

^

,:
.,

経
験
鉱
夫
を
募
集
す
る
必
：要
が
生
ず
る
0「

使
用
坑
夫
が_ 

独
身
者
多
ぎ.事J

は
、.
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
制
約0
.帰
結
で
’
あ
?

て
、

夫
埽
者. 

な

ど

が「

独
来J

す
る
の
を
待
っ
て
門
前
募
集
な.い
.
'1
>

縁
故
募
集
を
：お
こ
..贫
う
 

:

九
州
地
方
0
炭
鉱
労
働
市'場

;

;.
:

ベ
：
; -
'

'

/

.パ
：

，
：
.

:

可
能
性
は
乏
し
：い
わ
け
で
あ
る
.
T

,

:

 

.

■

.

こ
こ
ヤ
越
本
的
な
要
因
林
、:.
:

こ
れ
ら
諸
鉱
の
.

立
地
条
件
に
求
め
ら
れ
る
。
自 

,

然
的
要
因
条
件
は
労
働
環
境
、
労
働
条
件
を
規
定
し
、
：労
働
市
爵
の
機
櫧
に
影 

響
：を
及
ぼ
'

し
て
い
.

る
と
言
え
よ
う
。
.
'
.

'
'
'■

ノ

ヾ
：自
然
的
諸
要
興
©

響

ば
:>

他

地

方

の

一

一

鉱

山

——

唐

律)
(

相知
}
:

 

■:と

三

池
 

に
；
つV

て
%

認
め
ら
れ
，■る
も
' 

の
だ

，
ろ

う

か

。

.

結
論
を
さ
き
に
妄
う
な
ら
、

:

明
暸
に
観
察
：さ
れ
るV

調
査
/
!
:
:

3

〕

.

の
引
用
を
続
け
れ
ば
、

.-

「

相
知
炭
坑
.

に
於
て
は
一
.

先

：

(
(

先
山
後
山
め
夫
婦>

 

.

を
.

単
位
と
-

す
る
採
掘
方
' 

.

法
で
あ
.
.っ
て
婦
人
：.の
数
も
比
較
的
多
数
と
な
ゥ
て
居
り
、
年
少
者
を
合
す
れ
'

■

ば
保
灌
坑
夫
の
数
は
坑
杓
夫
の
約
半
数
を
占
む
る
状
雜
で
あ
る
か
ら
之
が
入 

:

.

坑

禁

止

を

：五
.:*

年
後
に
実
行
す
る
と
，す
れ
ば
、
：そ
れ
迄
に
是
等
の
者
を
淘
汰 

.

し

て

新

に

ー

男

子

労

働

者

め

输

：充

を

：必

：要

と

す

る

：わ

け

.

で
あ
る
が
、：.同
坑
は
前 

.

記
の
但
書.(

雜
層
の
坑
で
は
鉱
也
監
督
局
の
許
可
を
受
け
て
五
年
後
に
も
保
護 

鉱
夫
の
坑
内
労
働
を
雜
続
し
：.う
る
ー
西
川)

.

.

.
r

該
当
す
る
で
あ
.ろ
う
と
称
せ
ら 

れ

ヤ

ゐ

；
て

；
、

今

の

妞
：；

で
.

は
何
等
の
対
策
も
講
じ
.̂

れ

て

：居

ら

な

い

。

現

在

に

 

於
て
も
婦
人
め
雇
入
は
：継
続
さ
れ
て
唐
る
。；

へ
中
略)

：.
今
後
め〈

坑
内
夫
募
集 

へ

に

就

て

は

相

当

考

究

を

要

す

：べ
：
ぎ

ヤ

あ

る

と

'

称

せ

ら

れ

て

ゐ

：た

。

」

：

ノ
.「

三

池

炭3

^

滴

層

炭

層

、で

著

名

な

も

0

で

採

鉱

穷

法
.

に

於

て

は

：集

団

的

方

 

\

法
が
^

く
ょ
り
実
施
さ
れ
採
炭
.

夫
は
夫
婦
者
に
限
る
と
い
っ
た
慣
習
を
超
脱
.

■■

し
て̂

々
-:
0

、
従

づ

て

婦

人
0

坑
内
労
働
者
は
比
較
的
少
数
で
あ
る
,.
0

,
当

山

に
. 

於
て
は
：保
護
鉱
決
め
深
夜
業
及
坑
吋
作
篆
禁
也
名

1

般
鉱
夫
宍
の
坑
内
就
業
時

〗 

:間

制

問

題

：に
#

;
て
；
は

既

に

対

實

を

# '

究
じ
、
其
方
針
が
確
定
し
て
現
に
着

 々

実
行
さ
れ
.て

居

る

.
。

;;
0

即

ち

婦

人

坑

内

：夫

.の

.
採

用

に

就

て

ほ

昭
5

¥

ニ

月

ょ

:

■

」

;

.

•

;

:

■

.

:
:

'

七

弓
.
2

0

5



〔三 菱 相 知 と 三 菱 系 ！̂ 戸 の 管 理 図 〕

三菱相知

. 一庶務課長一

所長 — — 坑 務 課 長 —

—工作課長~

(三菱）峙戸
* I,

— 社宅坑夫 .

所長—— 労務課一一庖锫合宿坑夫 
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L 採鉱課長一 i , A ^
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'.
七
四
''(

五
0
六
>,
:

り
之
を
禁
止
し
、
当
時
六
〇
〇
人
を
算
し
て
ゐ
た
も
の
が
自
然
淘
汰

 

.

.
の

結

果

現

在

は

一
〇

〇

人

余

に

減

少

し

て

い

.
る
状

態

であ

っ

て

今

後
 

五

ヵ

年

の
.
猶

予

期

間

中

：
に

，
は

婦

：人

旁

働

者

の

全

部

钇

坑

内

ょ

り

坑

外

 

へ
後
す
予
定
が
立
て
ら
れ
て
あ
る
._

:
::,
:

■

炭

肩

の

：
物

理

的

な

厚

薄

.が
、
採
炭
方
法
を
制
約
し
：、

?.

そ
^
^

ー
.:
.
.
'
.夫
め
適
将
性
を
淹§
;

け
;:
'

:
当
該
鲅
山
の
労
務
構
成
、|
労

爪
を
及
ぼ
七
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
格
労
働
力

 

.
を
吸
引
す

.べ

.
き

募

集

方

法

も

：
お

：
の

'
ず

か

ら

異?
た

形

態

を

、辱

は

ざ

る

を

 

ぇ
な
い
。

.
パ...(」

ヴ

一
一

」

.池
^ '

は
.
：.

「

集
団
的
方
法」

，；̂

最
適
な
労
働.
^

こ
；そ
必
粟
で
、
相
知
 

:

ノ
が.
必
要
；と
, ^

^

ょ
ぅ
な
ー
ー
；
先

単

位

め

.歐
人
的
な
技
術
は
む
し
ろ
不
要.で(

.:

:

あ
:§
/°
^

^

が
縁
故
寡
集
中
.

心
；で
あ
る
；の
に
対
し
、
：：s

池
で 

集
が
主
に
な
っ
.

ズ
い
る
の
は
、：

そ
れ
が
募
集
す
ベ
き「

畏
質」

；
労
働
：の
. 

給
源
を
も

0

と
.

も
ょ
く
確
保
1

ぅ
る
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
' °
:

比
較
的
若 

;
;
;年
ヤ
、::
.

経
.

爾
の
浅
い
、だ

村
.

出
身
者
こ
.

そ
-:
.
'
:
':
'
:
そ

の

：
所

要

；
労

働

カ

セ

^
 ̂

:

:

_

'

た
.

か
>

:

ま
：
た

、
.-
-

有

付

：の

わ

る

い

：

「

渡

り

鉱

夫

」

' 

の
i

つ
熟
練
も
三 

池
に
と
っ
て
は
、
■劣
質
で
あ
- ^

。
そ
.
.の
.

委
託
：募
集
に
は
、
島
炭
欽
の
委 

"

へ
託
募
架
鄭
：に
.
.み
.

ら
.^;

る
周
旋
業
者
、
営
利
職
業
紹
介
所
と
.の
速
絡
の
齊 

存
は
認
め
ら
:^
^

い
の
.

で
あ
る
。
最
後
に
'.

他

の

一

一

炭

田

に

比

較

し

て

、

"

一I
j

L
-t
:

'.
は
.

門

霞

募

集

め

比

重

..が

著

し

く

大

音

い
が
、

の

事

実
.

は
三
池
' 

.

が
恵
ま
れ
た
自
然
的
要
因
、：
：.秀
本
た
：労
働
条
件
の
下
で
、
，
3.
リ
豊
か
な 

へ
労
働
供
始
を
韋
受
し
て
い
た
こ
と
を
物
諫
っ
て
い
る
。.
各
鉱
夫
出
身
也

〔三 菱 新 入 と 三 井 田 川 ^ ) 管 理 図 〕 

三 菱 新 入

所長_
—総務_ 長一 

ー坑務課長一 

— 土作課長一

-労務係一労務主任一 労務係-
-坑夫

盧益-坑夫

:井田川

所長一次長一主事-
-鉱夫事務所，各坑派出所一 坑夫
, t . . . .  •

-鉱務係ー各坑 .

-調査 ..C .l〕pp, 23〜24-

九

州

地

方

の

炭

鉱

労

：
働

市

場
‘

間
に
流
布
さ
れ
た
情
報
が
へ
/

自

榮

.

織
丫
を
比
較
し
て
广
さ
ら
^

こ
の
点
を
確
か
め
よ
う
ノ
ク
調
夜
^

ョ〕
)

'

的

な

応

募

者

を

多

数

ー

：
ー
：
一

袖

に

集

ま

■

三
.

菱
相
知
は
直
轄
制
度
と
世
話
方
制
度
の
併
用
、：
三
菱
系
崎
戸
と
三
井
系
松 

ら
せ
て
い
.た
の.

で
あ
る
。
 

島
と
は
納
屋
制
度
、：-_
三
并
三
：池
は
直
轄
制
度
で
あ
る
。
同
ー
の
資
本
系
統
に
厲 

と
こ
ろ
で
，
保
護
鉱
夫
の
坑
内
.

す
る
ニ
組
'0

な
か
：で
.'

そ
れ
：ぞ
れ
に
労
務
管
理
.組
織
が
自
然
的
条
件
に
応
じ
て 

労
働
、/
深
夜
業
廃
止
令
の
；実

施

に

異

っ
-:
:

て
：い
'

る
。

.

.

.

対
処
す
る
労
務
政
策
は
、
ま

え

の
;

三
菱
相
知
'

の
世
話
方
制
は
：：「

納
屋
制
度」

の
名
残
り
で
あ
り
、
世
話
方
の
報 

弓
用
に
よ
0

て
み
た
と
お
り
、.
三
；

酬
は
繰
込
鉱
夫
数
に
，準
じ
：て
い
.る
の

で
' 

事
実
上
は
旧
的
屋
頭
の
機
能
を
温
存 

池
と
相
知
で
.

は
極
端
に
相
違
し
て
.
.
し
ず
い
る
と
見
て
い
い
。
他
方
、
三
井
三
池
；の
世
話
方
は
会
社
か
ら
R

給
ま
た
'
: 

、
る
。
こ
'

の
ニ
鉱
は
別
個
の
資
本
は
月
給
を
受
け
稼
隞
率
に
ば
よ
ら
ず
、.
：納
屋
頭
で
'

は
な
い
。
し
た
が
っ
て

、

t

 

:

系
統
に
属
す
の
で
、V

経

営

政

策

の

夫

統

轄

と

い

う

：経

常

面

、

.

保

護

鉱

：夫

対

策

と

い

5

長
期
面
、
い
ず
れ
の
側
面
の 

一
環
と
し
て
労
務
政
策
を
考
え
る
，

労
務
政
策
に
つ
い
.

て

も

.
、
，
名
 

し
か
も
炭
層
の
厚
み 

な
ら
、
そ
う
し
た
方
針
の
相
違
は
' 

に

つ

い

て

も

.ま

さ

に

対

照

.

.
な

の

で

あ

る

。

経
営
方
針
の
相
違
に
も
と
づ
く
と
'■
■

も
-?

と
も
、：、次
の
筑
豊
の
事
例
を
み
る
と
、
,

三
菱
相
知
と
三
菱
新
入
、
.三
井 

,

考
え
る
ベ
き

可

能

性
.%
'

あ

り

う

:
三
池
と
三
井
田
川
と
は
、
細
部
に
相
違
'

は

あ

る

が

'
.
基

本

的

に

は

そ

れ

ぞ

れ

類

 

:
る 

似
：兮
シ
：ス
テ
；ム
を
も
？
て
い
：る
め
で
、
各
経
當
系
統
に
特
有
な
経
営
政
策
の
存 

ン
し
か
し
な
が
ら
.

三
菱
^

の

相
.

在
.

を
ま
っ
^

く
無
視
す
る
こ
：と
.

ぼ
不
可
能
.

で
あ
ろ
'
,う
。

:

へ
知
と
崎
ー
尸
で
あ

;0

て
も
、
：そ

の

自

要

約

す

る

と

、.
各
鉱
の
敏
夫
統
轄
方
法
は
f

三
池
が
直
轄
制
度
、
相
知
が
：直 

.

.然
的
'*
:

条
件
差
に
も
と
.

づ

く

労

務：

；轄
制
と
世
話
亦
制
の
併
用
ご
高
島
、
崎
戸
、
.

松
島
が
世
話
灰
制
\ (

納
屋
制
度
>
 

.

構
成
.

の
：ひ
ら
.

き
ぱ
消
す
f

が

で
.

で
あ
る
。
こ
れ
が
.

観
察
事
実
⑶
で
あ
る
。

ヴ
き
：な

い
'0

ハ

自

然

的

要

因
.

の

桌

す

決
.
■'
.

さ
ち̂

観
察
霧
実
⑵
ど
し
て
、“
各
鉱
の
自
然
的
諸
要
因
は
採
豸
式
お
よ
び 

:

定
的
な
役
割
に
思
い
:$

ら
'̂

る

を

二

労

働

条

件

：を

^

じ

：て;'
'

.

所

要

の

適

格

赞

働

力

と

.

労

務

構

获

を

規

定

し

、

ひ

い

て

 

え

ま

い
.0
わ

れ

わ.
れ

は

：、
、
各

鉱

の

は

各

鉱

の

旁

務

敗

策

'
.

(

統

轄

方

法

)

：
な

ら

び
.

に

労

働

市

場

(

募

集

法)

を

大

き
 

.

'

鉱

夫̂

統
轄
方
法
い
义
労
務
管
理
耝
，く
左
.

右
し
_

て
い
：る
，

'

:

.

,

.

ノ
.

七

五

(

：五
〇
七)



県
域

年
、 目

大正衫年 太正 9 年大E10牟 _計または_ 
平 均

福 岡 1) 募 集 人 員  

総 慕 集 费  

平均募集費

人

140,227
円

789,950
円

5.63

97,999

468,583

4.78

73,125 

185,068 

2,53

310,351

1,443,610

4.65

貧 同 上  
1/

. //

9.879

179,262

3.20

10,329

24,931

2.41

13,145

31,356
1,62

34,875

82,820

2.37

長 崎 //

t t

i t

19,879

179,262

9.02

20,566

237,260

11.54

13,350

154,083
11.54

53,795 

570,606 
10： 61

.

•

>

 

:

七

六

(

五o

八)

：

.

る
。'
.

な
お
、

.

. 

■ 

.

:

.「

以

上

：
の

表

に
#

き

て

注

意

ず

ベ

き

a

福

岡

県

及

佐

賀

県

：に
，
て

は

ー

入

肖

り

 

:

募

集

費

が

：
大

体

炭

界

の

消

長

：
に

伴

：
ひ
：
上

下

す

る
.

に
係
は
ら
ず
長
崎
県
に
て
は 

-•M

界
不
.

況

と

な

る

に

従

ひ

反

，
つ

て

増

加

の

傾

向

あ

る

こ

と

な

り

、

之

は

炭

界

 

:

.

不
況
の
結
果
福
岡
及
佐
賀
県
等
に
於
け
る
鉱
夫
が
他
に
転
職
し
、
：為
め
に
労 

働

力

：の

過

剰

部

分

を

減

じ

長

崎

県

.へ

の

供

給

力

も

従

つ

て

乏

し

く

な

り

募

集

 

困
難
を
加
ふ
る
為
め
な
ら
ん
.
：
が
：、
'
尚

長

崎

県

に

於

け

る
直
接
募
集
に
要
せ
る

1

人
当
り
経
費
が 

著
し
く
高
額
な
る
. 

，は
其
大
部
分
'を
占 

む
る
高
島
炭
鉱
の 

支
出
せ
る
経
費
が
. 

募
集
鉱
夫
一
人
に 

:

付
き
ニ
.四
円
三
〇 

銭

に

.
当

れ

る

か

為

 

め
に
し
て
高
鳥
炭 

鉱
に
於
け
る
之
の 

数
字
は
今
回
調
查 

鉱
山
中
に
在
り
て 

.
最

高

位

を

占

む

る

 

も
の
な
り
。」

.長
崎
県
下
の
諸 

鉱

、
.
と

り

わ

け

高

10年-大正三県別慕集费-表

箕科：調 査 〔0 〕P. 36。
1 ) 三池を含まず, 表 6 参照<

*

三
つ
の
鳥
炭
鉱
で
は
、：

完
全
に
納
屋
制
度
が
'

温

存

さ

れ

て

い

る

。
：

」

崎

，一
尸
；

「

元

：
 

の
納
屋
頭
が
今
日
の
世
話
方
と
な
っ
た
も
の
.

：
で

あ

っ

て

，
、

.

合
宿
ル
飯
場
を
思
は
：
 

:

L

P

る
趣
が
：あ
る
。..
世

話

方

は

既

属

坑

夫

の

；稼

働

高

の

：：

_

五

歩.
を

別

；に

会

社

4

り 

V
 

.受
け
て
入
坑
督
励
、
.

或
.

い
は
自
ら
も
入
坑
し
て
稼
働
督
励
を
為
す
事
と
、
賄
費
. 

.■
'
.
を

坑

夫

ょ

り

徴

収

し

て

坑

夫

の

居

住

に

関

す

る

事

に

携

っ

そ

居

る

ご

松

島

っ

頭

 

領
は
世
話
方
'

に
当
る
。
合
腐
を
営
み
入
坑
督
促
を
な
し
ぺ
稼
働
の
藍
督
を
な
す 

琪
は
崎
戸
坑
等
と
大
襄
は
な
い
。-
頭
領
は
稼
働
者
.

に
貸
金
を
生
じ
'1

方
稼
働
者
，
 

の
足
を
止
め
る̂

に
も
役
立
っ
.

て
居
ら
5

-

が

之

が

.為

逃

走

者

を

出

す

原

因

と

な

 

.

る
祺
も
辦
実
で
あ
る
。」

高
.

島「
三
菱
の
他
山
と
同
じ
く
直
轄
と
世
話
方
制
度
の 

.
併
用
で
あ
る
ど

.

.

.

.

.

.

. 

,

:

'

■

'

一

：

- 

\

.

.

六
:'

募

.

集

0

• 

- 

• 

. 

.

.

,

.藤

集

费

の

資

料

は

、
，
一

般

に

信

賴

度

に

乏

し

い

。
：
募

集

費

と

し

：て

ど

.

の
ょ
ぅ
. 

な
諸
費
用
を
考
え
る
か
、
正
確
な
規
定
を
与
え
石
の
が
、
む
つ
が
し
い
た
.め
で 

あ
る
。
た
と
え
ば
、
来

鉱
•

帰
郷
旅
費
あ
る
い
は
-M

入
^

.
有
付
金
な
ど
の
支 

給
形
態
が
企
業
に
ょ
っ
て
異
り
、
そ
ぅ
し
た
前
貸
金
；の
回
収
不
能
分
、

(

貸
倒
金
' 

免
除
金)

を
加
算
す
る
か
否
.

か
、
さ
ら
に
納
屋
制
度
が
,^

存
す
る
場
合
、

納
屋
；
 

頭
の
出
^

?

^

を
.^

ぅ
扱
ぅ
ヵ
.
■

と
V

 

.っ.

.た
問
題
が
.
.つ
き
ま
と
.

ぅ
.
.か
ら
で
あ
る
。

.

i

 

s

に
ょ
っ
て
’

大
正
八〜

一
〇
年
の
県
別
募
集
費
を
観
察
^

3

。

. 

(

た
だ
し
、
福
岡
県
分
に
は
一
二
池
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
鉱
山
の
直
接
支
出
，分 

で
、
鉱
夫
偾
務
免
除
、
.

回
収
不
能
分
を
含
ま
な
い
。)

ン 

県
別
に
み
る
と
、
表
丨
5

で
募
集
鉱
夫
一
人
平
均
募
集
費
は
長
崎
..(

—•

〇

•

六
一
円)

、
福

岡

(

四
•

六
五
.

円)

、
佐

賀

(

ニ
-

三
.

七
円)

，
の
順
に
な
っ
て
い
.

表 6 三池鉱の慕集费一二大茁8。10年——

表 7 三県刿の募集費（含回収不能全)

県 大 正 8 年 太 ::、正 ，:9 年: 大 正 1 0年 計事たは平均

.福 岡 m m 集 費  

平 均 募 機 費

円

1,038,931
円

7.41

681.456

..ハ . . . パ . . : . : ：

313,437 

' . 4 . 2 9

2,033,825

6.45

佐 M
U

...

40,757

3,57
28,010

2.71
27,769

2.11
96,537

2.77

v 崎 .
. び ' : . : こ ： ' .

195,608 , 

9.84
259>989 

12.64
204,464 

V 15.32
660,062

12.27

資料；調 査 COD p. 47

年，
大 正 . 8 屯 大 正 9 年 大 正 1 0 年

. . . . .

計 ま た は 平 均

. '人 . 員
人 .

9,778 6,944 4,522 21,244

m 87,382 134,453 80,122 301,958
平 均 慕 m m 8.94 ■19 . 3 6 17.72 14.21

57—58.質科:調鱼

.

九
州
地
方
.の
炭
鉱
労
働
市
塌

島
鉱
が
も
0

と
も
高
額
の
募
集
費
を
支
、出
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
.こ
れ
ま 

で
の
考
察
か
.

ら
み
て
当
然
の
こ
と
.

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
.そ
の
時
系
列
的
な
動 

向
が
他
県
と
反
対
：に
不
況
と
と
も
に
増
加
し
て
：い
る
点
に
.つ
い
て
、
こ
の
報
告 

が
与
え
；て
い
.̂

推

察

に

も

、

十

分

な

根

拠

が

：あ

る

と

考

え

て

い

い

：だ

ろ

う

。

三
県

中

.で

佐

真

が

樣

^

^

.

に

あ.
る

.
とい
う
事
実
は
、
や

は

り

とれ
ま

で
に
考 

癌

し

た
よ

う

な市
場
機
構
の
；反̂

A
T

み
な
せ
る
。
か

り
に

長

崎

：
で

ば

委

託

募
 

集

、
'.
:

佐
質
で
は
縁
故
募
集
い
う
：ふ
：

う

に
典

型

化

す

れ

ば

.
、

長

崎

と
佐
賀
間
の 

集
費
格
差
は
、
と

り

も

なお
さ
ず
委
託
募
集
と
.縁
故
募
集
間
の
募
集
費
格
差 

で
.も

.あ

る
:0
一'
'

:

‘

.

.
：

.

.

'

.

:

:

.

'

三
池
..を
含
ま
ぬ
福
岡——

つ
.
ま
り
"

筑
豊
の
諸
炭
鉱
に
つ
：い
て.は
、
あ
い
に 

X

.
わ
れ
^

れ
は
判
断
すT

き
根
拠
を
持
ぢ
合.わ
せ
て
い
な.
い
が
、
幸

い

な
こ
と 

に
.
三
池
の
報
告
が
：別
掲
さ
れ
で
い
.
る
の
へ
で
、

.

.
三

池

に.-
.っ

い.
て

は.
な

お

、
比

較

.
，
判

 

定
を
進
め
う
る
。
ま
え
に
示
し
たと

：お
.り
三
池
で
は
、
：委

託V
門

前

，
縁
故
募 

集
が
併
用
.さ
れ
て
.い
；る
か
ら
、
そ
の
：募
集
費
：は
お
そ
ら
く
長
崎
"：

佐
賀
の
間
、
 

そ

れ

も

佐

賀

；
の

方

：
に

迸

1\
'

水

：
準

と

予

想

：
さ

れ

る

。
：
ゼ

が

表

6

に

よ

、
る

と

，
予
期 

に
反
し
て
む
し
ろ
：長
崎
を
超
え
て
い
る
。
管
内
最
高
の
高
島
鉱
の
水
準
に
は
及

 

ん
で
い
な
い
が
ノ
も
っ
と
も
崽
ま
れ
た
自
然
的
：
経
済
的
環
境
に

あ

る

と云
え
. 

る
：一

一 :

一

池
で
、

：： (

相
対
的
S

高
額
の
：募
集
費
支
出
を
み
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

 

調

查
.
c

3.
-

y

は

こ

，
の

疑

問

に

対

し

"

.
次
の
'
よ
う
に
答
え
て
い
る
。：
'

.
4

昭
和
一11

年
下
举
期
のV.

一
人
当
り
募
集
費̂
:

1

.八

円

ー

'
.
八

銭

で

ぁ
 

離

募

集
^

-;
1
>
.て
は
高
率
と
：な
0

て
：居
^

加

_
之

は

採

用

を

厳

選

す

る

結

果

で

あ
 

'

っ

て

、

不

合

杨

者

.
の

旅

費

支

給

，
が

湘

当

加

0

て

居

る

」

:

: 

^

 

.

.

三
池
で
は’

集
0 :

敗
な
採
炭
方
式
に
务
応
し
う
る
、
.ま
た
直
轄
制
度
に
よ
っ

.

„ 

.

.

. 

'

:.
.:
.

.

■
,

七
七
：(

五
〇
九)

.



県
、前職

鉱 : 夫 そ の他め職業
......• V ■： ■：: 計 '.

福 岡
人

35,274
%

(77.0)
人

10,575
. 0く 

(23,0)
人

45,789 (100.0)

佐 賀 4,986 (82.5) 1,057 (18.5) 6,043 (100.0)
長 m

..
5,101 (66.5) 2,56.4 (33,5) ' 7,665 (100.0)

■ I 

]

大 正 1 0 年下期-前職別雇X 鉱夫数-
と

「

其
他
の
職
業
よ
々
転
来
せ
し
者」

と
を
分
類
し
て
•

い
る
。
表

0
0

は
そ
の
.総 

编
表
次
:«
^

へ
こ
ー
れ
粒
お
あ
も
：

観

察

春

実

(8

)

歸

用

労

働

者

め

 

が
.

鉱
夫
を
前
職
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
0

て
、
鉱
夫
市
場
へ

の

新
規
参 

力
者
は|

 

一Q:
マ
ー1

一〇
：%.
t:

ぃ
う
^

率
で
お
'

，っ'
て
、
^

半
は
.他
鉱

の

さ
れ
て
い
る
.

こ
と
に
な
る
。
裏
返
す
と
、
鉱

 

夫
■

の

経

営

、

.

.

{鉱

山)

：
間

移

動

が

相

当

に

.激

し

 

く
お

こ

：
な

わ

れ

た

^.

あ
.

ろ
.
'う
.■

こ
'

と
.
.も
、，.
.こ
.
の
 

表
か
ら
読
み
取
れ
を
。
：'

■.
”

-

と
こ
ろ
で
、：
そ
う
し
：た
経
営
間
の
移
動
は 

同
時
に
あ
.

る
；範
囲
の
地
域
間
の
：移
動
を
：伴 

う
。
-.
:

さ

き

の

県

別

の

観

察

に

.よ

れ

ば

九

州

出

 

•#

者

の

比

重

は

八

〇

〜

九

〇

％

を

.
占

め

る

か

 

:

ら
、.：
と
り
わ
け
九
州
内
に
お
け
る
各
炭
鉱
地 

方
.

間
で
、
敏
夫
の
地
域
.

移
動
が
ど
の
よ
う
な
.

 

経
路
■を
迎
つ
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ 

-う

(

調

査

一

c
o

〕
r

.「

鉱
夫
の
移
動
区
域
.に
関
し
て
は
自
ら
一 

パ
定
.の
範
問
あ
り
て
鉱
夫
の
多
く
は
其
め
範 

囲
内
に
於
て
転
々
一
の
鉱
U]
よ
り
他
の
鉱 

山
に
移
り
行
く
も
の
な
る
こ
と
は
従
来
推

資料 : 調 査 〔0 〕P. 34<

.

七

八

(

五 

一o

)

七

鉱

夫

の

地

域

間

移

動

ベ
て
管
理̂

議

霍

贪

1

を
1

聽

雾

€

1 :

集

經

割

馨
^

な
っ
た
。、
こ
れ
に
対
し
、

.

高
島
で
は
簾
地
か
ら
熟
練
鉱
夫
を
募
集
し
、
九

州
 

以
外
の
遠
隔
地
か
ら
现
さ
れ
た
必
要
労
働
力
を
補
充
し
な
げ
れ
ば
な

ら

な

か

っ
 

た
た
め
に
、

(
三
池
を
上
.

廻
る)

高
額
の
支
出
を
お
こ
な
わ
ね
ば
な

ら

な

^

.つ

た 

の
で
あ
る
。

• 

—

ち
な
み
；に
:^

奄

〔

3

〕
：
 

♦

ば

、
：佐

贺

相

知

乾

の

：寡

策

費

'

^

ー'
0

円

；
}

則
«:
:

:(

—

 

和

1
1
S

',.

と

推

定

し

て

い
.

^

。'
高
%:
:

«

尸
、
ぐ

松%'-

だ̂
:
_

つ

い

で

^
お

お

が

 

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、.

か

り

〔

0

〕

に
お
け
る
大
正
八
丄
〇
年

時

の

雷

差

が

V

昭
和
三
¥

來
も
存
続
レ
て
い
る
お
す
れ
ば
'

.

:五O

円

見

,

あ
一

づ
；

た
と
見
積
ら
れる
ザ

..
'

V
 

:

.

: 

,
:

け

.

,

最
後
に
、；
長
崎

.

ツ(

高
島)

.

、
佐
驾
人
相
知
>

な
_

は
肩
入
^
、.
有
が
金
の
支

賀
で
.は
募
集
費
：は
.

一

夏
増
加
す

る

が

、
：
三
池
で
はそ
の

，

慣
行
^

で
不
変
：で
あ
る
。'調

奔
C

O〕

.:

:か
ら
回
収
不
能
金
額
を加

を
 

平
均
募
集
費
を
算
出
す
れ
ば
，
.表
7

の
と
.お
り
セ
あ
る
。

.

.V

■'
*

:

.
,

*

:.

回
収
不
能
の
比
率
は
フ
正
八〜

一
〇
年
平
狗
福
岡
：一，

四
.

，
四

％:、
.
長

崎
 

一:
:

.

〇
％
で
あ
る
，
た
だ
し
、
'
貸
付
総
額
の.報

告

故

不

備

で

あ

る

た

め

.;
,
.
以

上

の

敎

へ

 

.
字

は

調

査
S

の一

部

；
福

岡

1
H

—

.鉱

、
：
長

崎
-

K

鉱

で

き.<
>
•
.:
総

敎

は1 :

9
1:
約 

;

九

〇

鉱

、

佐

賀
~

1鉱

，

長

崎
.

|
八

鉱

。

 

.

氺
*
 

' 

.,'
{L

に

県ck
j

募
^

方

法̂
.

の.
.集

計

表

が

あ

る

が

、

.

.

省

略

，
，
.な
.お
.調

査.〔

o

.〕

. 

で

は.
.

募

集

人

委

訊

を

「

直

接

募

集

」

、

営

利

職

業

紹

介

所

委

託

を

'

「

委

託

募
 

集
/

;縁

故

慕

集

を

：

「

従

業

者

のw

介」

：.
と

区

別

し

で

い

る

。
っ



知
.

せ
ら
れ
た
力
と
'

雖
、
未
だ
敎
字
的
„
.に
之
を
調
查
し
た
る
-

と
.

な
か
.

り
ぎ
、

へ' 

ー

今

回
(

オ
略)

^

正
卡
年
下
半_
£

:
に
名
鉱
山
.に
雇
人
れ
た?>
:

前
歡
働
地
#

に
：
：

I 

前
稼
働
鉱
山
の
所
在
她
を.調
查
報
告
せ
ん- ;
と
を
.委
嘱
し
，

」
「

度
宜
^

炭

鉱
-'
:

: 

.

の
分
布
状
態
、へ
交
通
系
統
、
市
街
地
.
の

位

置

及

行

政

区

劃

響# -

酌

し

て

」

-'
.
.
へ

 

各
県
下
炭
田
を
そ
れ
ぞ
れ
数
区
に
わ
た
つ
て
廉
計
す
る
と
，

'
;前
頁
の
.
表
.9
が
得
：： 

ら
れ
る
。
 

. 

:

主
だ
つ
た
点
を
指
摘
す
る
と'

次
の
と
，お
：り
で
あ
る
。
観
察
事
実
⑶
福
岡
の

 

各
区
と
も
、
自
区
鉱
山
出
身
者
が
四
，

0〜

七
〇
％
.を
占
め
て
い
る
。

ー
区
、
一
' 

区

で

：
は

ご

の

比

率

が

や

や

低

い

一

が

.
、

と

く

 

&

ー_

に

つ.
い
て

は

:-
,
本

区

内

鉱

山

 

間
に
移
動
す
が«

夫
の
割
合
他
区
に
比
し
少
く
、
■'
:■'

他
区
ょ
り
来
れ
る
者
多
し
、■•
,
. 

之
は
本
区
が
筑
豊
炭
田
电
の.略
中
央
桉
位
し
、
.

且
其
中
心
た>
0
1 :

方
町
が
轧
豊
地
：
 

方
に
於
け
る
交
通
の1ー'
大
中
心
に
当
れ
石
か
為
め
な
ら
ん
か
ご(1
0
)佐
鼓
で
は
，

', 

自
区
.鉱
山
出
身
者
の
比
率
が
三
〇
丨
革
五
％

で
.あ
っ
て
、:'
.
:福

岡

ー

、

ー

ー

区

ょ

ヶ

'
. 

も
低
い
。
■■

し
か
し
，:「

以
土
第
.
1
区
乃
至
第
1
ー：区
に
於
け
る
数
字
の
示
す
所
に
，

 

上
れ
ば
、
佐
賀
県
内
に
於
け
る
ー
移
動
.区
域
は
大
体
前
記
第—*
区
及
第
ニ
.区
を
合
.：
 

せ
た
る
地
域
：と
第
一
一一区
の
地
域
と
の
ヤ
ー
つ
に
分
づ
を
正
当
と
す
各
姐
し
、
胃

し

：
 

て
後
^

は
寧
ろ
.

.

長

崎

県

北

枚
.?
|

|
罚
.と
..合
.し
て
.'—
*

.: s
-

動
地
域
を
.構
成
す
る
.
も
：の
_

. 

と
観
る
ぺ
き
が-

卟

長

崎

で

は

”
-^
区

と

ニ

区

逾

 

と
_の
：
：

「

交

渉

極

ー
:: 

め
て
；少
き
こ
と」

ヾ
が
ま
ず
指
響
れ
る
-:
°

へ

次

い

で'.
%

:
ー

 

区
で
は
，
バ

「

他
府
県
殊 

に
福
岡
県
下
炭
坑
ょ
り
献
夫
の
供
給
を
受
く
る
こ
と
.予
想
外
多
き
こ
と
を
知
る

 

ベ
し
。ト
他
方

1
ー
：
区

で

は

、
：

.「

本
区
と
福
：岡
県
と
：の
関
係
が
第
ー
区
：の
夫
れ
に
反

 

し
て
疎
遠
な
る
は
注
意
に
値
す
。

」

 

一

.' 

観
察
辦
実
⑶〜

00
か
ら
、
わ
れ
わ4

は
九
州
地
方
の.
各
,

I

間

に

お

け

る
、

:

A

Q

-g
r

l

)

.

-
鉱
夫
0
移
勘
範
囲
お
：よ
び
地
域
的
な
鉱
夫
市
場
を
お
お
よ
そ
指
定
で
き
る
だ
ろ

 

■ :

ぅ
。.
^

光
; ^

め
::
«

^

;:

淹
県
:̂

:0
出

身

姬

妒

布(

観
察
事
実
3〜

5

>
各
代
表 

.

鉱
山
別
：
.の
労
務
構
成
、
労
働
市
場
：の
構
造

(

観
察
.事

実

{?
)

)

.と
、

：

こ
の
地
域 

」

'
移

動

：

(

観
察
亊
実
(8
)〜

(|

1
)

)

と
を
；結
び
付
げ.
る
こ
と
が
，.
大
切
で
あ
る
。
：
す
な
 

わ
ち
、
と
れ
ま
：で
ー
に
苒
構
成
し
た
諸
結
果
を
結

^ :
-

す
る
.
と

：
、

九

州

地

方

の

鉱

.
夫

 

.

労
働
市
場
の
地
域
別
，
性
別
、
熟
練
度
別
構
成
に
づ
い
，て
概
略
，が

^

5
。

0
九
州
地
方
炭
鉱
の
労
働
市
場
は
、
九
州
と
そ
の
他
：の
遠
隔
地
に
区
劃
さ
れ 

る
。
©

ま
た
熟
#-

、'
未
経
：験
鉱
夫
の
部
分
市
場
が
認
め
ら
れ
る
。
③
男
子
鉱
夫 

,
.
と
夫
婦
鉱
夫
と
0

市

場

が

形

成

さ

れ

て

い

る

。

-
彳

.

. 

一

.#

廣
田
な
ら
び
匕
そ
の
相
互
間
の
関
連
は
"

- f
'

-

ベ
て
①〜

③
の
立
体
的
な
交

.

錯
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。

.

. 

. 

• 

.
.
.
.
.

.
■'
@

唐
津
地
方
の
諸
鉱
ば
'

、'
佐
賀
県
お
.よ
び
長
崎
県
北
松
浦
郡
か
ら
成
る
地
域 

市
場
を
も
ち
、
し
か
^

同

時

に

，
こ
：
れ

は

夫

婦

一

.

先
©

鉱
夫
市
場
で
あ
っ
た
か
ら
，

 

ほ
：
ぼ

：
自

給

自

足

的

な

存

在

.

で
あ
.
.っ」

た
。
し
た
：が
°

て
、
そ
の
自
給
申
は
時
系
列 

.

的

に

減

少

傾

向

を

も

，た

な
か
っ

P

 

(

市
場
の
範
囲
は
拡
大
し
，な
か
っ
.

た)

と
思
わ 

:

れ
る
°

'
 

:

:

.

.:
■

■

' 

■

@

長

：崎

県

の

島

炭

鼢

は

"

筑
豊
地
方
か
ら
熟
練
鉱
夫
を
募
集
し
、
さ
ら
に
九 

州

以

外

の

各

地

：
に

来

.«

験

鉱4
1

<
の

供

給

を

抑
.

い

で

い.
る

。',
云
：
い
か
：え

れ

ば

、

こ

 

こ

で

労

働

市

場

は

一

一
，
つ

の

層

か

ら

成

り

立

ら

て

v>

た
ど
思
わ
.

れ
る
。
：

©

筑
豊
地
方
は
や
は
り
九
州
鉱
夫
市
場
：の
中
心
で
あ
っ
て
、
上
記
①〜

③
の 

す
べ
て
が
.

混
在
し
て
_

い
た
と
沄
え
る
。
そ
ど
で
ー
方
で
'

は
、：
島
炭
鉱
に
と
っ
て

 

〈

は
熟
練
鉱
夫
：の
供
給
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
反
面
三
池
锻
に
と
つ
て
は
有
力
な

.

(

需
要)

：.
競
争
者
で
あ
る
：と
い
ぅ
存
在
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あ
り
え
た
の
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あ
る
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三
池
炭
鉱
は
も
っ
と
も
豊
富
な
給
源
を
確
保
し
.
て
い
た
と
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み
な
せ
る
。

そ
0
地
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範
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お
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た
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し

 

か
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募
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す
る
労
働
者
の
質
に
お
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他
地
方
の
諸
鉱
と
.は
っ
き
り
市
場
を
異
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*
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し
て
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。
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、
#

集
方
法
、
統
轄
方
法
.
の
各
地
方
別
相
異
は
、
以
上
の
ょ
：ぅ
な
市
場
の
地
域 

別
，
性
別
、
熟
練
度
別
特
性
の
反
映
.で
あ
り
、
か
つ
.そ
れ
に
順
応
す
る
方
策
で
，
 

あ
っ
た
こ
.と
は
：、：
云
ぅ
支
で
も
な
.
い
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鉱
夫
か
ら
他
め
職
猶
へ
の
転
職
は
容
易
で
は
处
か
'

っ'
た
：と
思
わ
れ
る
。
し
た
. 

が
っ
て
、
木
況
期
に
は
福
岡
，
佐
質
あ
た
り
め
鉱
夫
か
ら
転
職
者
が
増
加
し
、：

へ
，
長
崎
へ
の
供
給
が
減
少
す
る
と
.い
う
推
論
は.
、
.鉱
夫
の
転
職
可
能
性.が
ど
の
程
.■

九
州
地
方
の
炭
鉱
労
働
市
場

-

度
で
.

あ
る
か
に
か
か
つ
て
い
る
ぐ
だ
が
，.
不
況
期
に
島
炭
鉱
の
募
集
費
が
通
増 

す
る
の
は
、
そ
れ
が
劣
惡
な
市
場
を
も
ち
、
不
況
期
に
他
ょ
り
_.
層
硬
化
す
る 

.

;

た
.

め
と
考
.

え
れ
ば
い
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域
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分
.

は
表
註
に
詳
し
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.
こ
れ
ら
‘

市
場
め
構
造
的
特
性
は
、
'短
時
日
に
変
化
す
る
と
は
思
わ
れ
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い
が
、:'
観

察

事
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リ
に
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場
範
_

の
拡
大
も
起
つ
て
い
る
の. 

:
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で
、::
'
;

わ
れ
わ
れ
の
.得
た
構
造
的
特
性
は
さ
し
あ
た
り
、
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大
正
期
か
ら
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和
前
半 

期
：

へ
.：

か
け
て
の
：
も
；
の
：
と
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て

お

ぐ

の
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互
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だ
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ぅ
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